
現行制度と新制度の内容対照表 科学と人間生活

科学と人間生活（2 単位）

科学と人間生活（2 単位）

⑴科学技術の発展
⑵人間生活の中の
科学

ア 光や熱の科学
（物理分野）

（ア）光の性質とその利用※ ・光を中心とした電磁波の性質
・電磁波の利用

（イ）熱の性質とその利用※ ・熱の性質
・エネルギーの変換と保存及び有効利用

イ 物質の科学
（化学分野）

（ア）材料とその再利用※ ・プラスチックの種類，性質及び用途
・金属の種類，性質及び用途
・資源の再利用

（イ）衣料と食品※ ・身近な衣料材料の性質や用途
・食品中の主な成分の性質

ウ 生命の科学
（生物分野）

（ア）生物と光※ ・植物の生育と光
・動物の行動と光
・ヒトの視覚と光

（イ）微生物とその利用※ ・様々な微生物の存在
・微生物の生態系での働き
・微生物と人間生活とのかかわり

エ 宇宙や地球の科学
（地学分野）

（ア）身近な天体と
太陽系における地球※

・身近な天体と人間生活とのかかわり
・太陽系における地球

（イ）身近な自然景観と自然災害※ ・身近な自然景観の成り立ちと自然災害
・太陽の放射エネルギーによる作用や地球内部のエネルギー
による変動

⑶これからの科学と人間生活

⑴科学技術の発展 ア 科学技術の発展が今日の人間生活に対してどのように貢献してきたかについて理解すること。
イ 科学技術の発展と人間生活との関わりについて科学的に考察し表現すること。

⑵人間生活の中の
科学

ア（ア）光や熱の科学
（物理分野）

㋐ 光の性質とその利用※ ・光を中心とした電磁波の性質
・電磁波の利用

㋑ 熱の性質とその利用※ ・熱の性質
・エネルギーの変換と保存及び有効利用

（イ）物質の科学
（化学分野）

㋐ 材料とその再利用※ ・プラスチックの種類，性質及び用途
・金属の種類，性質及び用途
・資源の再利用

㋑ 衣料と食品※ ・身近な衣料材料の性質や用途
・食品中の主な成分の性質

（ウ）生命の科学
（生物分野）

㋐ ヒトの生命現象 ※ ・ヒトの生命現象 ◎
㋑ 微生物とその利用※ ・微生物の働き

（エ）宇宙や地球の科学
（地学分野）

㋐ 太陽と地球※ ・身近に見られる天体の運動や太陽の放射エネルギー
㋑ 自然景観と自然災害※ ・身近な自然景観の成り立ちと自然災害

イ 光や熱の科学，物質の科学，生命の科学，宇宙や地球の科学について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験など
を行い，人間生活と関連付けて，科学的に考察し表現すること。

⑶これからの科学
と人間生活

ア これからの科学と人間生活との関わり方について認識を深めること。
イ これからの科学と人間生活との関わり方について科学的に考察し表現すること。

※（ア）,（イ）はいずれかを選択

※㋐ ,㋑はいずれかを選択

現行制度

新制度

◎……… 新規項目
・中項目アは「知識及び技能」に関する項目
・中項目イは「思考力，判断力，表現力等」に関する項目

現行制度と新制度の内容対照表 物理

新制度現行制度
物理基礎（2 単位） 物理基礎（2 単位）

物理（4 単位） 物理（4 単位）

・『物理基礎』2単位＋『物理』4単位の構成に変更はない。
・新制度『物理基礎』,『物理』ともに ,扱う項目に大きな変更はない。

主なポイント

⑴
様々な
運動

ア 平面内の運
動と剛体の
つり合い

（ア）曲線運動の速度と加速度
（イ）斜方投射
（ウ）剛体のつり合い

イ 運動量 （ア）運動量と力積
（イ）運動量の保存
（ウ）はね返り係数

ウ 円運動と
単振動

（ア）円運動
（イ）単振動

エ 万有引力 （ア）惑星の運動
（イ）万有引力

オ 気体分子の
運動

（ア）気体分子の運動と圧力
（イ）気体の内部エネルギー
（ウ）気体の状態変化

カ 様々な運動に関する探究活動
⑵
波

ア 波の伝わり方（ア）波の伝わり方とその表し方
（イ）波の干渉と回折

イ 音 （ア）音の干渉と回折
（イ）音のドップラー効果

ウ 光 （ア）光の伝わり方
（イ）光の回折と干渉

エ 波に関する探究活動
⑶
電気と
磁気

ア 電気と電流 （ア）電荷と電界
（イ）電界と電位
（ウ）コンデンサー
（エ）電気回路

イ 電流と磁界 （ア）電流による磁界
（イ）電流が磁界から受ける力
（ウ）電磁誘導
（エ）電磁波の性質とその利用

ウ 電気と磁気に関する探究活動

⑴
物体の運
動とエネ
ルギー

ア 運動の表し方（ア）物理量の測定と扱い方
（イ）運動の表し方
（ウ）直線運動の加速度

イ 様々な力と
その働き

（ア）様々な力
（イ）力のつり合い
（ウ）運動の法則
（エ）物体の落下運動

ウ 力学的
エネルギー

（ア）運動エネルギーと
位置エネルギー

（イ）力学的エネルギーの保存
エ 物体の運動とエネルギーに関する探究活動

⑵
様々な物
理現象と
エネル
ギーの利
用

ア 熱 （ア）熱と温度
（イ）熱の利用

イ 波 （ア）波の性質
（イ）音と振動

ウ 電気 （ア）物質と電気抵抗
（イ）電気の利用

エ エネルギー
とその利用

（ア）エネルギーとその利用

オ 物理学が
拓く世界

（ア）物理学が拓く世界

カ 様々な物理現象とエネルギーの利用に関する探究活動

⑷
原子

ア 電子と光 （ア）電子
（イ）粒子性と波動性

イ 原子と
原子核

（ア）原子とスペクトル
（イ）原子核
（ウ）素粒子

ウ 物理学が
築く未来

（ア）物理学が築く未来

エ 原子に関する探究活動

⑴
物体の運
動とエネ
ルギー

ア（ア）運動の表し方 ㋐ 物理量の測定と扱い方
㋑ 運動の表し方
㋒ 直線運動の加速度

（イ）様々な力とその働き ㋐ 様々な力
㋑ 力のつり合い
㋒ 運動の法則
㋓ 物体の落下運動

（ウ）力学的エネルギー ㋐ 運動エネルギーと位置エネルギー
㋑ 力学的エネルギーの保存

イ 物体の運動とエネルギーについて，観察，実験などを通して探究し，運
動の表し方，様々な力とその働き，力学的エネルギーにおける規則性や
関係性を見いだして表現すること。

⑵
様々な物
理現象と
エネル
ギーの利
用

ア（ア）波 ㋐ 波の性質
㋑ 音と振動

（イ）熱 ㋐ 熱と温度
㋑ 熱の利用

（ウ）電気 ㋐ 物質と電気抵抗
㋑ 電気の利用

（エ）エネルギーとその利用 ㋐ エネルギーとその利用
（オ）物理学が拓く世界 ㋐ 物理学が拓く世界

イ 様々な物理現象とエネルギーの利用について，観察，実験などを通して
探究し，波，熱，電気，エネルギーとその利用における規則性や関係性
を見いだして表現すること。

⑴
様々な
運動

ア（ア）平面内の運動と剛体
のつり合い

㋐ 曲線運動の速度と加速度
㋑ 放物運動
㋒ 剛体のつり合い

（イ）運動量 ㋐ 運動量と力積
㋑ 運動量の保存
㋒ 衝突と力学的エネルギー

（ウ）円運動と単振動 ㋐ 円運動
㋑ 単振動

（エ）万有引力 ㋐ 惑星の運動
㋑ 万有引力

（オ）気体分子の運動 ㋐ 気体分子の運動と圧力
㋑ 気体の内部エネルギー
㋒ 気体の状態変化

イ 様々な物体の運動について，観察，実験などを通して探究し，平面内の
運動と剛体のつり合い，運動量，円運動と単振動，万有引力，気体分子
の運動における規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑵
波

ア（ア）波の伝わり方 ㋐ 波の伝わり方とその表し方
㋑ 波の干渉と回折

（イ）音 ㋐ 音の干渉と回折
㋑ 音のドップラー効果

（ウ）光 ㋐ 光の伝わり方
㋑ 光の回折と干渉

イ 波について，観察，実験などを通して探究し，波の伝わり方，音，光に
おける規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑶
電気と
磁気

ア（ア）電気と電流 ㋐ 電荷と電界
㋑ 電界と電位
㋒ 電気容量
㋓ 電気回路

（イ）電流と磁界 ㋐ 電流による磁界
㋑ 電流が磁界から受ける力
㋒ 電磁誘導
㋓ 電磁波

イ 電気や磁気について，観察，実験などを通して探究し，電気と電流，電
流と磁界における規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑷
原子

ア（ア）電子と光 ㋐ 電子
㋑ 粒子性と波動性

（イ）原子と原子核 ㋐ 原子とスペクトル
㋑ 原子核
㋒ 素粒子

（ウ）物理学が築く未来 ㋐ 物理学が築く未来
イ 原子について，観察，実験などを通して探究し，電子と光，原子と原子
核における規則性や関係性を見いだして表現すること。

・中項目アは「知識及び技能」に関する項目
・中項目イは「思考力，判断力，表現力等」に関する項目

・『科学と人間生活』2単位を履修する場合は，これ以外に，『物理基礎』，『化学基礎』，『生物基礎』，および『地学基礎』（それぞれ 2単位）から
1科目を選択するという履修形式に変更はない。

・新制度『科学と人間生活』の⑵ア（ウ）㋐「ヒトの生命現象」では，遺伝子の働き，視覚，血糖濃度の調節，免疫についての基本的な仕組みを
扱う。
・物理分野，化学分野，地学分野については，扱う項目に大きな変更はない。

主なポイント
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現行制度と新制度の内容対照表 化学

新制度現行制度
化学基礎（2 単位） 化学基礎（2 単位）

化学（4 単位）

・『化学基礎』2単位＋『化学』4単位の構成に変更はない。
・新制度『化学基礎』では，⑴「化学と人間生活」を科目の導入として位置付ける。
・新制度『化学基礎』の⑶ア（ウ）㋐「化学が拓く世界」は，現行制度『化学基礎』の「人間生活の中の化学」，「化学とその役割」，「酸化と還元」の
それぞれの一部分の内容を含む。
・新制度『化学』の⑸ア（ウ）㋐「様々な物質と人間生活」および㋑「化学が築く未来」は，現行制度『化学』の「無機物質と人間生活」，「有機化合物
と人間生活」，「高分子化合物と人間生活」の内容を含む。

主なポイント ・『生物基礎』2単位＋『生物』4単位の構成に変更はない。
・新制度『生物』の⑴「生物の進化」は，現行制度『生物』の「生物の進化の仕組み」，「有性生殖」，「生物の系統」の一部の内容および新設項目か
らなる内容で，この科目の導入として位置付ける。
・現行制度の『生物基礎』の項目のうち，「生態系と物質循環」は，新制度では『生物』に移動。現行制度の『生物』の項目のうち，「生態系と生物
多様性」は，新制度では『生物基礎』に移動。
・新制度では，主要な概念を理解するための指導において重要となる重要用語の個数の目安が示された。個数はそれぞれ『生物基礎』が 200～

250語程度（中学校で学習する用語も含む），『生物』が 500～ 600語程度（中学校および『生物基礎』で学習する用語も含む）。

主なポイント

⑴
化学と
人間生活

ア 化学と人間生活
とのかかわり

（ア）人間生活の中の化学 
（イ）化学とその役割

イ 物質の探究 （ア）単体・化合物・混合物
（イ）熱運動と物質の三態 

ウ 化学と人間生活に関する探究活動
⑵
物質の
構成

ア 物質の
構成粒子

（ア）原子の構造
（イ）電子配置と周期表

イ 物質と
化学結合

（ア）イオンとイオン結合
（イ）金属と金属結合
（ウ）分子と共有結合

ウ 物質の構成に関する探究活動
⑶
物質の
変化

ア 物質量と
化学反応式

（ア）物質量
（イ）化学反応式

イ 化学反応 （ア）酸・塩基と中和
（イ）酸化と還元

ウ 物質の変化に関する探究活動

⑴
化学と
人間生活

ア（ア）化学と物質 ㋐ 化学の特徴
㋑ 物質の分離・精製
㋒ 単体と化合物
㋓ 熱運動と物質の三態

イ 身近な物質や元素について，観察，実験などを通して探究し，科学的に
考察し，表現すること。

⑵
物質の
構成

ア（ア）物質の構成粒子 ㋐ 原子の構造
㋑ 電子配置と周期表

（イ）物質と化学結合 ㋐ イオンとイオン結合
㋑ 分子と共有結合
㋒ 金属と金属結合

イ 物質の構成について，観察，実験などを通して探究し，物質の構成にお
ける規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑶
物質の
変化と
その利用

ア（ア）物質量と化学反応式 ㋐ 物質量
㋑ 化学反応式

（イ）化学反応 ㋐ 酸・塩基と中和
㋑ 酸化と還元

（ウ）化学が拓く世界 ㋐ 化学が拓く世界 ◎
イ 物質の変化とその利用について，観察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑴
物質の
状態と
平衡

ア（ア）物質の状態と
その変化

㋐ 状態変化
㋑ 気体の性質
㋒ 固体の構造

（イ）溶液と平衡 ㋐ 溶解平衡
㋑ 溶液とその性質

イ 物質の状態と平衡について，観察，実験などを通して探究し，物質の状
態とその変化，溶液と平衡における規則性や関係性を見いだして表現す
ること。

⑵
物質の
変化と
平衡

ア（ア）化学反応と
エネルギー

㋐ 化学反応と熱・光
㋑ 電池
㋒ 電気分解

（イ）化学反応と化学平衡 ㋐ 反応速度
㋑ 化学平衡とその移動
㋒ 電離平衡

イ 物質の変化と平衡について，観察，実験などを通して探究し，化学反応
とエネルギー，化学反応と化学平衡における規則性や関係性を見いだし
て表現すること。

⑶
無機物質
の性質

ア（ア）無機物質 ㋐ 典型元素
㋑ 遷移元素

イ 無機物質について，観察，実験などを通して探究し，典型元素，遷移元
素の性質における規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑷
有機化合
物の性質

ア（ア）有機化合物 ㋐ 炭化水素
㋑ 官能基を持つ化合物
㋒ 芳香族化合物

（イ）高分子化合物 ㋐ 合成高分子化合物
㋑ 天然高分子化合物

イ 有機化合物，高分子化合物について，観察，実験などを通して探究し，
有機化合物，高分子化合物の性質における規則性や関係性を見いだして
表現すること。

⑸
化学が果
たす役割

ア（ア）人間生活の中の化学 ㋐ 様々な物質と人間生活 ◎
㋑ 化学が築く未来 ◎

イ 人間生活の中の化学について，これからの社会における科学が果たす役
割を科学的に考察し，表現すること。

⑴
物質の
状態と
平衡

ア 物質の状態
とその変化

（ア）状態変化
（イ）気体の性質
（ウ）固体の構造

イ 溶液と平衡 （ア）溶解平衡
（イ）溶液とその性質

ウ 物質の状態と平衡に関する探究活動
⑵
物質の
変化と
平衡

ア 化学反応と
エネルギー

（ア）化学反応と熱・光
（イ）電気分解
（ウ）電池

イ 化学反応と
化学平衡

（ア）反応速度
（イ）化学平衡とその移動
（ウ）電離平衡

ウ 物質の変化と平衡に関する探究活動
⑶
無機物質
の性質と
利用

ア 無機物質 （ア）典型元素
（イ）遷移元素

イ 無機物質と
人間生活

（ア）無機物質と人間生活

ウ 無機物質の性質と利用に関する探究活動 
⑷
有機化合
物の性質
と利用

ア 有機化合物 （ア）炭化水素
（イ）官能基をもつ化合物
（ウ）芳香族化合物

イ 有機化合物
と人間生活

（ア）有機化合物と人間生活

ウ 有機化合物の性質と利用に関する探究活動
⑸
高分子化
合物の性
質と利用

ア 高分子化合
物

（ア）合成高分子化合物
（イ）天然高分子化合物

イ 高分子化合物
と人間生活

（ア）高分子化合物と人間生活

ウ 高分子化合物の性質と利用に関する探究活動

化学（4 単位）

◎……… 新規項目
・中項目アは「知識及び技能」に関する項目
・中項目イは「思考力，判断力，表現力等」に関する項目

現行制度と新制度の内容対照表 生物

新制度現行制度
生物基礎（2 単位）

⑴
生命現象
と物質

ア 細胞と分子 （ア）生体物質と細胞
（イ）生命現象とタンパク質

イ 代謝 （ア）呼吸
（イ）光合成
（ウ）窒素同化

ウ 遺伝情報の
発現

（ア）遺伝情報とその発現
（イ）遺伝子の発現調節
（ウ）バイオテクノロジー

エ 生命現象と物質に関する探究活動
⑵
生殖と
発生

ア 有性生殖 （ア）減数分裂と受精
（イ）遺伝子と染色体

イ 動物の発生 （ア）配偶子形成と受精
（イ）初期発生の過程
（ウ）細胞の分化と形態形成

ウ 植物の発生 （ア）配偶子形成と受精，胚発生
（イ）植物の器官の分化

エ 生殖と発生に関する探究活動
⑶
生物の
環境応答

ア 動物の反応
と行動

（ア）刺激の受容と反応
（イ）動物の行動

イ 植物の環境応答 （ア）植物の環境応答
ウ 生物の環境応答に関する探究活動

⑷
生態と
環境

ア 個体群と
生物群集

（ア）個体群
（イ）生物群集

イ 生態系 （ア）生態系の物質生産
（イ）生態系と生物多様性 ●

ウ 生態と環境に関する探究活動
⑸
生物の進
化と系統

ア 生物の進化
の仕組み

（ア）生命の起源と生物の変遷
（イ）進化の仕組み

イ 生物の系統 （ア）生物の系統
ウ 生物の進化と系統に関する探究活動

⑴
生物と
遺伝子

ア 生物の特徴 （ア）生物の共通性と多様性
（イ）細胞とエネルギー

イ 遺伝子と
その働き

（ア）遺伝情報と DNA
（イ）遺伝情報の分配
（ウ）遺伝情報とタンパク質の合成

ウ 生物と遺伝子に関する探究活動
⑵
生物の体
内環境の
維持

ア 生物の
体内環境

（ア）体内環境
（イ）体内環境の維持の仕組み
（ウ）免疫

イ 生物の体内環境の維持に関する探究活動
⑶
生物の多
様性と生
態系

ア 植生の多様
性と分布

（ア）植生と遷移
（イ）気候とバイオーム

イ 生態系と
その保全

（ア）生態系と物質循環 ■
（イ）生態系のバランスと保全

ウ 生物の多様性と生態系に関する探究活動

■………「生物基礎」から「生物」に移動する項目
●………「生物」から「生物基礎」に移動する項目

生物基礎（2 単位）

生物（4 単位） 生物（4 単位）

⑴
生物の
特徴

ア（ア）生物の特徴 ㋐ 生物の共通性と多様性
㋑ 生物とエネルギー

（イ）遺伝子とその働き ㋐ 遺伝情報と DNA
㋑ 遺伝情報とタンパク質の合成

イ 生物の特徴について，観察，実験などを通して探究し，多様な生物がも
つ共通の特徴を見いだして表現すること。

⑵
ヒトの体
の調節

ア（ア）神経系と
内分泌系による調節

㋐ 情報の伝達 ◎
㋑ 体内環境の維持の仕組み

（イ）免疫 ㋐ 免疫の働き
イ ヒトの体の調節について，観察，実験などを通して探究し，神経系と内
分泌系による調節及び免疫などの特徴を見いだして表現すること。

⑶
生物の多
様性と生
態系

ア（ア）植生と遷移 ㋐ 植生と遷移
（イ）生態系とその保全 ㋐ 生態系と生物の多様性

㋑ 生態系のバランスと保全
イ 生物の多様性と生態系について，観察，実験などを通して探究し，生態
系における，生物の多様性及び生物と環境との関係性を見いだして表現
すること。

⑴
生物の
進化

ア（ア）生命の起源と
細胞の進化

㋐ 生命の起源と細胞の進化

（イ）遺伝子の変化と
進化の仕組み

㋐ 遺伝子の変化 ◎
㋑ 遺伝子の組合せの変化
㋒ 進化の仕組み

（ウ）生物の系統と進化 ㋐ 生物の系統と進化
㋑ 人類の系統と進化 ◎

イ 生物の進化について，観察，実験などを通して探究し，生物の進化につ
いての特徴を見いだして表現すること。

⑵
生命現象
と物質

ア（ア）細胞と分子 ㋐ 生体物質と細胞
㋑ 生命現象とタンパク質

（イ）代謝 ㋐ 呼吸
㋑ 光合成

イ 生命現象と物質について，観察，実験などを通して探究し，生命現象と
物質についての特徴を見いだして表現すること。

⑶
遺伝情報
の発現と
発生

ア（ア）遺伝情報とその発現 ㋐ 遺伝情報とその発現
（イ）発生と遺伝子発現 ㋐ 遺伝子の発現調節

㋑ 発生と遺伝子発現
（ウ）遺伝子を扱う技術 ㋐ 遺伝子を扱う技術

イ 遺伝情報の発現と発生について，観察，実験などを通して探究し，遺伝
子発現の調節の特徴を見いだして表現すること。

⑷
生物の
環境応答

ア（ア）動物の反応と行動 ㋐ 刺激の受容と反応
㋑ 動物の行動

（イ）植物の環境応答 ㋐ 植物の環境応答
イ 生物の環境応答について，観察，実験などを通して探究し，環境変化に
対する生物の応答の特徴を見いだして表現すること。

⑸
生態と
環境

ア（ア）個体群と生物群集 ㋐ 個体群
㋑ 生物群集

（イ）生態系 ㋐ 生態系の物質生産と物質循環
㋑ 生態系と人間生活 ◎

イ 生態と環境について，観察，実験などを通して探究し，生態系における，
生物間の関係性及び生物と環境との関係性を見いだして表現すること。

◎……… 新規項目
・中項目アは「知識及び技能」に関する項目
・中項目イは「思考力，判断力，表現力等」に関する項目
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現行制度と新制度の内容対照表 地学

新制度現行制度
地学基礎（2 単位） 地学基礎（2 単位）

地学（4 単位）

■………「地学基礎」から「地学」に内容の一部分が移動する   
　　　　項目

⑴
宇宙にお
ける地球

ア 宇宙の構成 （ア）宇宙のすがた ■
（イ）太陽と恒星 ■

イ 惑星として
の地球

（ア）太陽系の中の地球
（イ）地球の形と大きさ
（ウ）地球内部の層構造

ウ 宇宙における地球に関する探究活動
⑵
変動する
地球

ア 活動する
地球

（ア）プレートの運動
（イ）火山活動と地震

イ 移り変わる
地球

（ア）地層の形成と地質構造 ■
（イ）古生物の変遷と地球環境

ウ 大気と海洋 （ア）地球の熱収支
（イ）大気と海水の運動

エ 地球の環境 （ア）地球環境の科学
（イ）日本の自然環境

オ 変動する地球に関する探究活動

⑴
地球の
概観

ア 地球の形状 （ア）地球の形と重力
（イ）地球の磁気

イ 地球の内部 （ア）地球の内部構造
（イ）地球内部の状態と物質

ウ 地球の概観に関する探究活動
⑵
地球の活
動と歴史

ア 地球の活動 （ア）プレートテクトニクス
（イ）地震と地殻変動
（ウ）火成活動
（エ）変成作用と変成岩

イ 地球の歴史 （ア）地表の変化
（イ）地層の観察
（ウ）地球環境の変遷
（エ）日本列島の成り立ち

ウ 地球の活動と歴史に関する探究活動
⑶
地球の大
気と海洋

ア 大気の構造
と運動

（ア）大気の構造
（イ）大気の運動と気象

イ 海洋と海水
の運動

（ア）海洋の構造
（イ）海水の運動

ウ 地球の大気と海洋に関する探究活動
⑷
宇宙の
構造

ア 太陽系 （ア）地球の自転と公転
（イ）太陽系天体とその運動
（ウ）太陽の活動

イ 恒星と銀河
系

（ア）恒星の性質と進化
（イ）銀河系の構造

ウ 銀河と宇宙 （ア）様々な銀河 
（イ）膨張する宇宙

エ 宇宙の構造に関する探究活動

地学（4 単位）

⑴
地球の
すがた

ア（ア）惑星としての地球 ㋐ 地球の形と大きさ
㋑ 地球内部の層構造

（イ）活動する地球 ㋐ プレートの運動
㋑ 火山活動と地震

（ウ）大気と海洋 ㋐ 地球の熱収支
㋑ 大気と海水の運動

イ 地球のすがたについて，観察，実験などを通して探究し，惑星としての
地球，活動する地球，大気と海洋について，規則性や関係性を見いだし
て表現すること。

⑵
変動する
地球

ア（ア）地球の変遷 ㋐ 宇宙，太陽系と地球の誕生
㋑ 古生物の変遷と地球環境

（イ）地球の環境 ㋐ 地球環境の科学
㋑ 日本の自然環境

イ 変動する地球について，観察，実験などを通して探究し，地球の変遷，
地球の環境について，規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑴
地球の
概観

ア（ア）地球の形状 ㋐ 地球の形と重力
㋑ 地球の磁気

（イ）地球の内部 ㋐ 地球の内部構造
㋑ 地球内部の状態と物質

イ 地球の形状や内部構造について，観察，実験などを通して探究し，地球
の形状や内部構造の特徴を見いだして表現すること。

⑵
地球の活
動と歴史

ア（ア）地球の活動 ㋐ プレートテクトニクス
㋑ 地震と地殻変動
㋒ 火成活動
㋓ 変成作用と変成岩

（イ）地球の歴史 ㋐ 地表の変化
㋑ 地層の観察
㋒ 地球環境の変遷
㋓ 日本列島の成り立ち

イ 地球の活動と歴史について，観察，実験などを通して探究し，地球の活
動の特徴と歴史の概要を見いだして表現すること。

⑶
地球の大
気と海洋

ア（ア）大気の構造と運動 ㋐ 大気の構造
㋑ 大気の運動と気象

（イ）海洋と海水の運動 ㋐ 海洋の構造
㋑ 海水の運動

イ 地球の大気と海洋について，観察，実験などを通して探究し，地球の大
気と海洋の構造や運動の規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑷
宇宙の
構造

ア（ア）太陽系 ㋐ 地球の自転と公転
㋑ 太陽系天体とその運動
㋒ 太陽の活動

（イ）恒星と銀河系 ㋐ 恒星の性質と進化
㋑ 銀河系の構造

（ウ）銀河と宇宙 ㋐ 様々な銀河
㋑ 膨張する宇宙

イ 宇宙に関する事物・現象について，観察，実験などを通して探究し，天
体の運動や宇宙の構造を見いだして表現すること。

新制度の内容 中学校理科

⑴
身近な
物理現象

ア（ア）光と音 ㋐ 光の反射・屈折
㋑ 凸レンズの働き
㋒ 音の性質

（イ）力の働き ㋐ 力の働き
イ 身近な物理現象について，問題を見いだし見通しをもって観察，
実験などを行い，光の反射や屈折，凸レンズの働き，音の性質，
力の働きの規則性や関係性を見いだして表現すること。

⑵
身の回り
の物質

ア（ア）物質のすがた ㋐ 身の回りの物質とその性質
㋑ 気体の発生と性質

（イ）水溶液 ㋐ 水溶液
（ウ）状態変化 ㋐ 状態変化と熱

㋑ 物質の融点と沸点
イ 身の回りの物質について，問題を見いだし見通しをもって観察，
実験などを行い，物質の性質や状態変化における規則性を見い
だして表現すること。

⑶
電流と
その利用

ア（ア）電流 ㋐ 回路と電流・電圧
㋑ 電流・電圧と抵抗
㋒ 電気とそのエネルギー
㋓ 静電気と電流

（イ）電流と磁界 ㋐ 電流がつくる磁界
㋑ 磁界中の電流が受ける力
㋒ 電磁誘導と発電

イ 電流，磁界に関する現象について，見通しをもって解決する方
法を立案して観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈
し，電流と電圧，電流の働き，静電気，電流と磁界の規則性や
関係性を見いだして表現すること。

⑷
化学変化
と原子・
分子

ア（ア）物質の成り立ち ㋐ 物質の分解
㋑ 原子・分子

（イ）化学変化 ㋐ 化学変化
㋑ 化学変化における酸化と還元
㋒ 化学変化と熱

（ウ）化学変化と物質の
質量

㋐ 化学変化と質量の保存
㋑ 質量変化の規則性

イ 化学変化について，見通しをもって解決する方法を立案して観
察，実験などを行い，原子や分子と関連付けてその結果を分析
して解釈し，化学変化における物質の変化やその量的な関係を
見いだして表現すること。

⑸
運動と
エネルギ
ー

ア（ア）力のつり合いと
合成・分解

㋐ 水中の物体に働く力
㋑ 力の合成・分解

（イ）運動の規則性 ㋐ 運動の速さと向き
㋑ 力と運動

（ウ）力学的エネルギー ㋐ 仕事とエネルギー
㋑ 力学的エネルギーの保存

イ 運動とエネルギーについて，見通しをもって観察，実験などを
行い，その結果を分析して解釈し，力のつり合い，合成や分解，
物体の運動，力学的エネルギーの規則性や関係性を見いだして
表現すること。また，探究の過程を振り返ること。

⑹
化学変化
とイオン

ア（ア）水溶液とイオン ㋐ 原子の成り立ちとイオン
㋑ 酸・アルカリ
㋒ 中和と塩

（イ）化学変化と電池 ㋐ 金属イオン
㋑ 化学変化と電池

イ 化学変化について，見通しをもって観察，実験などを行い，イ
オンと関連付けてその結果を分析して解釈し，化学変化におけ
る規則性や関係性を見いだして表現すること。また，探究の過
程を振り返ること。

⑺
科学技術
と人間

ア（ア）エネルギーと物質 ㋐ エネルギーとエネルギー資源
㋑ 様々な物質とその利用
㋒ 科学技術の発展

（イ）自然環境の保全と
科学技術の利用

㋐ 自然環境の保全と科学技術の
利用

イ 日常生活や社会で使われているエネルギーや物質について，見
通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈
するとともに，自然環境の保全と科学技術の利用の在り方につ
いて，科学的に考察して判断すること。

⑴
いろいろ
な生物と
その共通
点

ア（ア）生物の観察と分類
の仕方

㋐ 生物の観察
㋑ 生物の特徴と分類の仕方

（イ）生物の体の共通点
と相違点

㋐ 植物の体の共通点と相違点
㋑ 動物の体の共通点と相違点

イ 身近な生物についての観察，実験などを通して，いろいろな生
物の共通点や相違点を見いだすとともに，生物を分類するため
の観点や基準を見いだして表現すること。

⑵
大地の成
り立ちと
変化

ア（ア）身近な地形や
地層，岩石の観察

㋐ 身近な地形や地層，岩石の観
察

（イ）地層の重なりと
過去の様子

㋐ 地層の重なりと過去の様子

（ウ）火山と地震 ㋐ 火山活動と火成岩
㋑ 地震の伝わり方と地球内部の働き

（エ）自然の恵みと火山
災害・地震災害

㋐ 自然の恵みと火山災害・地震
災害

イ 大地の成り立ちと変化について，問題を見いだし見通しをもっ
て観察，実験などを行い，地層の重なり方や広がり方の規則性，
地下のマグマの性質と火山の形との関係性などを見いだして表
現すること。

⑶
生物の体
のつくり
と働き

ア（ア）生物と細胞 ㋐ 生物と細胞
（イ）植物の体のつくり

と働き
㋐ 葉・茎・根のつくりと働き

（ウ）動物の体のつくり
と働き

㋐ 生命を維持する働き
㋑ 刺激と反応

イ 身近な植物や動物の体のつくりと働きについて，見通しをもっ
て解決する方法を立案して観察，実験などを行い，その結果を
分析して解釈し，生物の体のつくりと働きについての規則性や
関係性を見いだして表現すること。

⑷
気象と
その変化

ア（ア）気象観測 ㋐ 気象要素
㋑ 気象観測

（イ）天気の変化 ㋐ 霧や雲の発生
㋑ 前線の通過と天気の変化

（ウ）日本の気象 ㋐ 日本の天気の特徴
㋑ 大気の動きと海洋の影響

（エ）自然の恵みと
気象災害

㋐ 自然の恵みと気象災害

イ 気象とその変化について，見通しをもって解決する方法を立案
して観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し，天気
の変化や日本の気象についての規則性や関係性を見いだして表
現すること。

⑸
生命の
連続性

ア（ア）生物の成長と
殖え方

㋐ 細胞分裂と生物の成長
㋑ 生物の殖え方

（イ）遺伝の規則性と
遺伝子

㋐ 遺伝の規則性と遺伝子

（ウ）生物の種類の
多様性と進化

㋐ 生物の種類の多様性と進化

イ 生命の連続性について，観察，実験などを行い，その結果や資
料を分析して解釈し，生物の成長と殖え方，遺伝現象，生物の
種類の多様性と進化についての特徴や規則性を見いだして表現
すること。また，探究の過程を振り返ること。

⑹
地球と
宇宙

ア（ア）天体の動きと
地球の自転・公転

㋐ 日周運動と自転
㋑ 年周運動と公転

（イ）太陽系と恒星 ㋐ 太陽の様子
㋑ 惑星と恒星
㋒ 月や金星の運動と見え方

イ 地球と宇宙について，天体の観察，実験などを行い，その結果
や資料を分析して解釈し，天体の運動と見え方についての特徴
や規則性を見いだして表現すること。また，探究の過程を振り
返ること。

⑺
自然と
人間

ア（ア）生物と環境 ㋐ 自然界のつり合い
㋑ 自然環境の調査と環境保全
㋒ 地域の自然災害

（イ）自然環境の保全と
科学技術の利用

㋐ 自然環境の保全と科学技術の
利用

イ 身近な自然環境や地域の自然災害などを調べる観察，実験など
を行い，自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について，
科学的に考察して判断すること。

・中項目アは「知識及び技能」に関する項目
・中項目イは「思考力，判断力，表現力等」に関する項目

・中項目アは「知識及び技能」に関する項目
・中項目イは「思考力，判断力，表現力等」に関する項目

第 1 分野（物理・化学） 第 2 分野（生物・地学）

・『地学基礎』2単位＋『地学』4単位の構成に変更はない。
・現行制度『地学基礎』のうち，「地層の形成」，「銀河の分布」，「太陽と恒星」が新制度『地学』へ移動。
・新制度では，『地学』においても災害の内容が扱われる。

主なポイント
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